俗なるものと聖なるもの
人々に代わって正しい判断を下すことが、あなたがたの務めだからだ。神聖なものと俗なもの、きよいものと汚れたものの区別を示し、
- レビ記 10:10a
この箇所で預言者エゼキエルは、新たに任命された祭司たちの務めを概説し、彼らの務めの一つは、聖なるものと俗なるもの、きよいものと汚れたものとの違いを民に教えることであったと述べています。
この指示の一部は、倫理的な性質（正しいか間違っているか、道徳的か不道徳的か）に関するものでした。しかし、ある教えは、物事や慣行の中には不道徳でも倫理的に間違っているものでもないにもかかわらず、神に仕え、または神を礼拝するという文脈においてはふさわしくないことを人々に示すためのものでした。
聖なるものと一般的なものを見分けるというこの務めは、近年、困難な時代を迎えています。ますます大衆迎合的になっている私たちの兄弟関係において、後進的あるいは律法主義的だと烙印を押されることを恐れ、牧師たちは礼拝や奉仕に関して不適切なものがあると指摘することを嫌がっています。
使徒の働きパウロは、「すべてのことが有益なのではない」と言いました。彼は、私たちがなお、何を許すかを注意深く選ばなければならないという御霊の警告を語りました。そうしなければ、死に至るものではないかもしれなくても、神に奉仕や礼拝のささげ物をするとき、霊的な基準にかなうことができない事柄を実践してしまうかもしれないからです。
エゼキエルの時代のレビ人の祭司たちは、不注意な態度のために、いけにえを献げ、最も聖なる所で奉仕する特権を、別の一族に永久に失いました。私たちは、神の事柄に関して同じ無頓着という罠に陥らないよう、昔の預言者の警告に注意を払うべきです。
